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日程第 １ 第３４号議案 豊能町消防本部及び消防署の設置等に関する 

             条例改正の件 

      第３５号議案 豊能町火災予防条例改正の件 

      第３６号議案 和解及び損害賠償の額を定めることについて 

      第３７号議案 平成２４年度豊能町一般会計補正予算の件 

      第３８号議案 平成２４年度豊能町国民健康保険特別会計事 

             業勘定補正予算の件 

      第３９号議案 平成２４年度豊能町後期高齢者医療特別会計 

             補正予算の件 

      第４０号議案 平成２４年度豊能町介護保険特別会計事業勘 

             定補正予算の件 
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開議 午後１時００分 

 

○議長（福岡邦彬君） 

  皆様、こんにちは。 

  ただいまの出席議員は１４名であります。 

  定足数に達しておりますので、これより

本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、お手元に配付のとお

りでございます。 

  日程第１、第３４号議案から第４１号議

案及び第１号認定から第８号認定までを議

題といたします。 

  これに対する各常任委員会及び特別委員

会の報告を求めます。 

  総務建設水道常任委員会、山下忠志委員

長。 

○総務建設水道常任委員会委員長（山下忠志

君） 

  山下でございます。 

  総務建設水道常任委員会の御報告を申し

上げます。 

  平成２４年９月３日月曜日、午前９時３

０分開会。 

  委員７名全員出席のもと行われました。 

  平成２４年第３回定例会付託案件は３件

でございました。 

  それでは、順次御報告申し上げます。 

  １、第３６号議案、和解及び損害賠償の

額を定めることについてでございまして、

質疑は、雨の状況により管に入る水量がか

なりふえると思われるが、どれぐらいなの

かとございました。答弁は、今回の雨の場

合は、四、五倍の雨水が入ります。通常の

雨の約1.５倍になります。他の原因として

は、新築後の検査は雨水・汚水と実施して

いますが、その後、改築等の場合に業者が

管を間違った場合、水量がふえることも考

えられます。 

  また、下水道事業としては管渠更生工事

により雨水の浸入防止に努めていますとの

答弁でございます。 

  また、次の質疑ですが、業者が間違うと

いうこと自体がおかしいが、町の検査はな

いのかでございますが、これに対しまして

答弁は、大きな工事については申請もあり、

検査はしているが、小さな工事については

申請がないので把握できないため、後日発

覚した場合に改善を求めているとの答弁で

ございます。 

  また、賠償問題を原課で対応しているが、

裁判になると無理があると思われるが、日

ごろから裁判等に携わっている担当課の方

がふさわしいと考えるがどうなのか。今回

は下水道事業であり特別会計のためにこう

なっているのかの問いに対しまして、答弁

は、特別会計の関係ではなく、今まで裁判

については原課で行っています。それは内

容の詳細な説明について原課でしか対応で

きないためです。ただ、保険関係や弁護士

との連絡調整は総務課が協力し行っていま

すとの答弁でございました。 

  また、裁判は大きな問題であり、原課で

はなく町全体で対応すべきであるが、それ

に際しての新しいルールづくりが必要と考

えるがに対しましては、今後の課題として

検討していきたいと思いますとの答弁でご

ざいました。 

  次に、雨の多いときの再発防止策はどう

しているのかに対しましては、管渠更生や

日ごろの点検を行うとともに、雨量に応じ

て町内の見回り等を行っていますとの答弁

でございます。 

  次に、討論はなし、採決に移りまして、

挙手全員で可決されております。 

  続きまして、２、第３７号議案、平成２

４年度豊能町一般会計補正予算の件（関係

部分のみ）でございます。 

  提案説明の後、質疑、討論両方ともなし
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で採決に移りまして、挙手多数で可決され

ております。 

  次に、３、第４１号議案、平成２４年度

豊能町下水道事業特別会計補正予算の件。 

  提案説明の後、質疑が１件ございました。 

  歳入の滞納繰越分とは何かに対しまして

は、平成２２年度に弁護士に着手金等を前

払いした分が、今回の和解により保険会社

から支払いを受けたものですとの答弁でご

ざいます。 

  討論なし、採決は挙手全員で可決されて

おります。 

  ９月３日午前１０時３分に閉会となって

おります。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  次に、福祉教育消防常任委員会、井川佳

子委員長。 

○福祉教育消防常任委員会委員長（井川佳子

君） 

  平成２４年第３回定例会福祉教育消防常

任委員会の報告を申し上げます。 

  当委員会は、平成２４年９月３日月曜日、

午後１時に開会されました。 

  内容は、平成２４年第３回定例会付託案

件についてでございます。 

  出席委員は、私と高橋副委員長、橋本委

員、小寺委員、永並委員、秋元委員、西岡

委員の７名全員と、委員外出席といたしま

して福岡議長でございます。 

  それでは順次付託された案件について報

告させていただきます。 

  １、第３４号議案、豊能町消防本部及び

消防署の設置等に関する条例改正の件でご

ざいます。 

  質疑は、公園全部が１丁目１番地の２に

なるのかに対しまして、答弁は、新庁舎の

部分が１丁目１番地の２でありまして、残

りの公園の部分は１丁目１番地の９という

住所表示になるということでした。 

  また、今後、箕面森町の住所がふえてい

くと、また提携の中で豊能町が対応してい

くのかという質疑がなされ、今後新たに箕

面森町の西地域が住所表示されるというこ

とは聞いていますが、箕面市の北部地域全

域を管轄区域として協定を結んでいますの

で、これ以上管轄区域がふえることはあり

ませんという答弁がありました。 

  討論なし、採決は挙手全員で可決となっ

ております。 

  ２、第３５号議案、豊能町火災予防条例

改正の件でございます。 

  質疑は、全出力２０キロワット以下のも

の及び全出力５０キロワットを超えるもの

を除くとあるが、どういう取り扱いになる

のかに対しまして、現在設置されている急

速充電器は５０キロワットのものが最大と

してつくられています。またこの前に規定

されています変電設備につきましても２０

キロワット以下のものは除くとされていま

すので、これに準じた規定でつくられてい

ますという答弁がなされました。 

  討論なし、採決は挙手全員で可決となっ

ております。 

  ３、第３７号議案、平成２４年度豊能町

一般会計補正予算の件（関係部分のみ）で

ございます。 

  保健センター管理運営事業についての質

疑がなされました。 

  ボランティア団体の活動の場についての

質疑ですが、旧吉川幼稚園の耐震化がなさ

れていないという問題で、プレハブをつく

り対応するということを聞いています。こ

のほかは吉川支所の会議室とユーベルホー

ルのリハーサル室を使うということですが、

ボランティア団体が活動の場の使用申請を

するときに、従来なら社会福祉協議会が一

括して受けてきましたが、今度はどこが受
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けるのか。また、土日の活動はできるのか

という質疑に対しまして、今までと同様、

社会福祉協議会を通じて借り入れをしてい

ただきたいと思っています。また、土日の

活動については、ボランティアルームにつ

いては社会福祉協議会と調整していただい

て、またユーベルホールのリハーサル室も

活動が可能かと思っています。しかし吉川

支所については土日は休みで対応が困難で

あると思っていますという答弁がなされま

した。 

  保健センターの調理室は土日は使えない

のかという質疑に対して、今のところ保健

センターについては土日は休館という形を

とっていきたいと考えていますという答弁

がなされました。 

  今まで豊悠プラザで活動していたボラン

ティア団体の新たに使える場所をどこまで

計画しているのかという質疑に対しまして、

保健センターについては２階の調理室、１

階の機能訓練室を今回の改修で分けて、そ

こを活用していただくというふうに考えて

いますという答弁がなされました。 

  また、当初予算では2,９００万円だった

と思うが、今回2,９９０万円の補正という

ことだが、それの詳しい説明を求めるとい

う質疑に対しまして、保健センターの改修

工事で約４７０万円、事務所棟の増築で約2,

９００万円、生き生きふれあいホールの改

修で７００万円、諸経費で1,２００万円等

で、総事業費といたしまして5,２６３万9,

０００円を見込んでいます。今回その差額

の2,９９０万円を補正したという説明がな

されました。 

  今まで豊悠プラザでできていたことが保

健センター周辺の施設でできるようになる

ということだが、例えば使える時間帯、曜

日、費用などで大きく変わる点はあるのか

という質疑に対しまして、時間帯について

は、今の豊悠プラザも９時から５時で貸館

をしているので、余り変わりがないと思っ

ています。費用面ですが、例えばボランテ

ィアの方々は今まで減免措置をさせていた

だいており、今後もボランティアをなさっ

ている団体については減免と同等の措置を

していきたいと思っています。今、豊悠プ

ラザは土曜日については申し込みがあれば

貸館を受け付けていますので、今後も社会

福祉協議会と調整の上お願いしたいと思っ

ています。また、ユーベルホールのリハー

サル室は土曜日も貸館が可能であると思い

ますという答弁がなされました。 

  ふれあい文化センター管理事業について

の質疑として、光熱水料費２６万円は漏水

ということだが、詳細な説明を求めるに対

しまして、屋上のタンクまでの給水管の途

中で漏れていて、発見次第修理をして今現

在は漏れていない状態です。漏れた量は４

２０立方メートルで、その分の金額の補正

ですという説明がなされました。 

  点検は決まったスパンで正しくしていて

急に漏れたのかという質疑に対しまして、

１年に１回きっちり点検はしていましたが、

給水管が屋上に行く途中で劣化していたと

いうことです。タンクに水がたまっている

ので漏水してもすぐにはわからなかったと

いうところですという答弁がなされました。 

  地域福祉・子育て支援交付金について、

何件ぐらい応募したのかという質疑に対し

まして、当初予算とこの補正予算にまたが

っており、補正で上げたのはこの２件で、

教育委員会と福祉関係と合わせて９事業申

請していますという答弁がありました。 

  討論なし、採決は挙手全員で可決となっ

ております。 

  ４、第３８号議案、平成２４年度豊能町

国民健康保険特別会計事業勘定補正予算の

件でございます。 
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  質疑なし、討論なし、採決は挙手全員で

可決となっております。 

  ５、第３９号議案、平成２４年度豊能町

後期高齢者医療特別会計補正予算の件でご

ざいます。 

  質疑なし、討論なし、採決は挙手全員で

可決となっております。 

  ６、第４０号議案、平成２４年度豊能町

介護保険特別会計事業勘定補正予算の件で

ございます。 

  高齢者ささえあい事業の機械器具費２４

万円は何かという質疑があり、その答弁は、

講座に使う画像加工等のソフトやノートパ

ソコン、ビデオカメラ等の購入を予定して

いますという答弁がなされました。 

  討論なし、採決は挙手全員で可決となっ

ております。 

  当委員会は同日９月３日午後２時１分に

閉会されました。 

  以上、報告を終わります。 

○議長（福岡邦彬君） 

  次に、決算特別委員会、岩城重義委員長。 

○決算特別委員会委員長（岩城重義君） 

  続きまして、平成２４年第３回定例会決

算特別委員会の報告を行います。 

  平成２４年９月５日午前９時３０分より

開会いたしました。出席者は、私、岩城そ

して平井副委員長、井川委員、高橋委員、

西岡委員の５名であります。 

  第１号認定、平成２３年度豊能町一般会

計歳入歳出決算の認定についてから報告を

申し上げます。提案説明は省略して、歳出

から、質疑のみの報告でございます。 

  まず最初に、人件費全般でございます。

幼保一元化で人件費が減少したが、何人が

何人になったのかという質疑でございまし

て、これに対しまして、非常勤職員の賃金

が保育所は約５人分減で幼稚園で３人分か

ら４人分は減っているとの答弁でございま

す。 

  続きまして、豊能町の一般職は全て役職

についているようであるがどうかという質

疑に対しまして、職員の高齢化により４級

の職員がふえつつある。役職者比率が徐々

に上がり、他団体より高く推移していると

の答弁でございます。 

  続いて、議会費、総務費に入りまして、

職員被服費が前年度の約２倍になっている

が、何着かかったのかとの問いに対しまし

て、およそ１１０着ですとの答えでござい

ます。 

  続きまして、無線システム普及支援事業

等補助金の経費が５倍になっているのはな

ぜかとの問いに対しまして、これは吉川、

切畑などの地デジ化に向けた補助金である

との答弁でございました。 

  次に、公用車に電気自動車を導入してい

るのかという問いに対しまして、電気自動

車の導入は今のところ検討していないとの

答弁でございました。 

  総務課が一括管理している公用車に吉川

支所の公用車も入るのかの問いに対しまし

て、総務課が一括管理しているのは本庁に

ある公用車だけであるとの答弁でございま

した。 

  次に、課税に要した経費の業務委託料に

標準宅地の時点修正のための鑑定業務だけ

が上がっている。前年度は土地評価替えの

ための標準地鑑定業務もあったが、その理

由はとの問いに対しまして、標準宅地の時

点修正のための鑑定業務は近年土地の下落

が大きいということで毎年行っているとの

答えでありました。 

  次に、民生費に入りまして、巡回バス運

行事業は、前年度と比較して平成２３年度

は幾らになったのかの問いに対しまして、

巡回バスは平成２３年度、４・５・６月に

運行しており、約1,１８０万円、前年度は
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約4,７９６万円で、約3,６００万円の減で

あったとの答弁でございます。 

  次に、障害者医療助成に要した経費の中

で町制度の食事がゼロになった原因はとの

問いに対しまして、平成２２年度は１４名

あったが、平成２３年度はゼロ人で、具体

的には入院などがなかったのではないかと

考えているとの答弁でございました。 

  自転車駐車場管理事業で、年間利用台数

が年間1,３００台ほどが減少した原因は何

かとの問いに対しまして、全体に２割ほど

減っている。学生利用が大きく減っている

との答弁で、あとは箕面森町の駐輪場利用

を確認しているので、これが減少につなが

ったのではないかとの答弁でございました。 

  豊悠プラザを運営するために1,４８８万

円使っているが、豊悠プラザ統合後はこの

費用は浮くという認識でよいのかという問

いに対しまして、基本的には統合後は豊悠

プラザ管理運営事業がゼロになりますとの

答弁でございました。 

  保育所管理運営事業の事業に要した経費

が前年度に比べて約1,３００万円が削減さ

れた理由はとの問いに対しまして、保育所

管理運営事業が前年度に比べて４3.９％の

減、1,３４４万円の減になっている。要因

は認定こども園として双葉保育所と東能勢

幼稚園が統合したことに伴い、こども園運

営事業とこども園管理事業で執行したこと

によるものですとの答弁でございました。 

  次に衛生費に入りまして、予防接種事業

の事業に要した経費が前年度に比べて約８

３０万円増になっているが、その要因はと

の問いに対しまして、平成２３年度から実

施している子宮頸がん等ワクチン接種緊急

促進事業によるものですとの答弁でござい

ました。 

  国崎クリーンセンター負担金の当年度と

前年度の比較についての問いに対しまして、

国崎クリーンセンターの負担金は平成２３

年度は前年度と比べて4,６５２万2,０００

円の増となっている。その要因は、公債費

の増に伴うもので、通常の管理費は前年度

とほぼ同様ですとの答弁でございました。 

  次に、労働費、農林水産業費、商工費、

土木費、災害復旧費に入りまして、コミュ

ニティセンター管理事業の業務委託に対す

る府補助金はいつまであるのかとの問いに

対しまして、この事業は平成２３年度まで

あった。その後は地元管理とする方針であ

ったが、できていない。平成２５年度以降

に向けて地元自治会と調整中ですとの答弁

でございました。 

  森林管理事業の間伐や枝打ちの面積が激

減しているが、集める努力をしていないの

ではとの問いに対しまして、１０ヘクター

ル以上でないと補助金対象とならないこと

になったので、高山で間伐を実施するよう

進めているとの答弁でございました。 

  次に、野生鹿、猪等農林業被害防止事業

で、報償金が支払われているが、その内訳

は幾らかとの問いに対しまして、報償金の

合計は２７６万5,２００円で、内訳は、シ

カが９５頭分、イノシシが３９頭分ですと

の答弁でございました。 

  ときわ台道路側溝蓋設置工事について、

あとどれくらいかかるかの見通しについて

質疑がありまして、６月２３日に地元と話

し合いをしたが、ことしを含んで４年間で

完了したいとお願いしているとの答弁であ

りました。 

  河川の清掃作業は、以前は年２回実施で

あったものが１回実施に減っているが、効

果は得られているのかの問いに対しまして、

河川の清掃作業は河川の護岸が崩壊してい

ないか確認するため実施しており、実施時

期により年１回実施でも十分効果を発揮し

ているとの答弁でございました。 
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  次に、消防費に入りまして、常備消防活

動事業の財源内訳に物品売払収入があるが、

何を売ったのかとの問いに対しまして、救

助工作車を鉄くずとして売り払ったとの答

弁でございました。 

  次に教育費に入りまして、教職員事務事

業で草刈機を購入しているが、だれが使う

のかとの問いに対しまして、各小学校に１

台ずつ配備したものは教職員やＰＴＡが使

います。自走式草刈機は教育委員会事務局

で管理しみんなで使いますとの答弁でござ

いました。 

  学校教育充実事業のわくわく教室運営事

業の報償費の内訳はとの問いに対しまして、

指導員コーディネーターと指導員リーダー

は時間当たり1,２００円、指導員は１回半

日程度1,０００円ですとの答弁でございま

した。 

  学校教育充実事業はほとんど補助対象事

業であるが、約１００万円の一般財源が出

ているが、これも補助対象とならないのか

との問いに対しまして、放課後まなび舎事

業と部活動指導者派遣事業は、前年度まで

補助対象事業であったが、効果があるとい

うことで引き続き一般財源で実施している

との答弁でございました。 

  奨学金貸付貸与事業で、きちんと償還さ

れているのかとの問いに対しまして、教育

に関する事務の管理及び執行の状況の点検

及び評価報告書で償還状況を報告している。

平成２３年度は償還予定だった金額のうち

２７万2,６００円が未納となっているとの

答弁でございました。 

  ユーベルホール管理運営事業のデマンド

監視業務とは何かとの問いに対しまして、

電気の使用量を監視する業務で、電力ピー

クを監視してピーク時を避けることにより

電力料金を下げるためのシステムであると

の答弁でございました。 

  体育施設管理事業のスポーツセンターシ

ートスの町外の利用者から駐車場料金をと

ってはどうかという問いに対しまして、既

に町外の利用者からは使用料の形で町内よ

り高くなっており、さらに駐車料金をとる

ことは利用者が減るかもしれないと考えて

いるとの答弁でございました。 

  次に公債費、予備費でございますが、質

疑はございませんでした。 

  次に歳入の質疑に入りまして、ふたば園

の幼稚園と保育所の保育料が違うが、保護

者に不公平感はないかとの問いに対しまし

て、保護者に不公平感はない。逆に保育部

は幼稚園教育が受けられて充実感を得てい

ただいていると思うとの答弁でございまし

た。 

  質疑を終結、討論はなし、採決は挙手全

員で認定されました。 

  続きまして、第２号認定、平成２３年度

豊能町国民健康保険特別会計事業勘定歳入

歳出決算の認定についてでございます。 

  質疑は、不納欠損額が６１６万２７７円

であるが、徴収努力はどういう形でしてい

るのかとの問いに対しまして、収納対策と

いうことで口座振替の推進、滞納者への督

促の通知、電話による勧奨、また家庭に対

して訪問させていただいて、それでも悪質

なものについては財産調査をして差し押さ

えをさせていただくというのが主な取り組

みでございますとの答弁でございました。 

  討論はなし、採決は挙手全員で認定され

ました。 

  続きまして、第３号認定、平成２３年度

豊能町国民健康保険特別会計診療所施設勘

定歳入歳出決算の認定についてでございま

す。 

  質疑は、検査する機材が壊れたまま修理

してもらえないというのを聞いたことがあ

るが、そうなのかとの問いに対しまして、
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機器については相当古い状況ですが、でき

るだけ修理して使っています。修理せずに

使用してないということはありませんとの

答弁でございました。 

  討論はなし、採決は挙手全員で認定され

ました。 

  次に、第４号認定、平成２３年度豊能町

後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認

定についてでございます。 

  質疑なし、討論なし、採決は挙手全員で

認定されました。 

  次に第５号認定、平成２３年度豊能町介

護保険特別会計事業勘定歳入歳出決算の認

定についてでありますが、質疑なし、討論

なし、採決は挙手全員で認定されました。 

  続きまして、第６号認定、平成２３年度

豊能町下水道事業特別会計歳入歳出決算の

認定についてであります。 

  質疑はなし、討論なし、採決は挙手全員

で認定されました。 

  続きまして、第７号認定、平成２３年度

豊能町生活排水処理事業特別会計歳入歳出

決算の認定についてであります。 

  下水道事業会計の保有が公用車３台とい

うことだが、給水車が含まれているのかと

の問いに対しまして、給水車については水

道事業会計で保有しております。普通車１

台、軽自動車１台、パネルバン３台が下水

道事業の保有で、そのうち一番使用頻度の

低いものを生活排水事業に移行したという

ことですとの答弁でございました。 

  討論はなし、採決は挙手全員で認定され

ました。 

  第８号認定、平成２３年度豊能町水道事

業会計決算の認定についてでございます。 

  純損失が9,４７６万9,３２６円出ている

が、水道料金がそんなに安いとは思えない

が、原因は何かとの問いに対しまして、純

損失につきましては平成２３年度の単年度

赤字分で、減価償却費が増加したことと単

年度赤字については平成１８年度から続い

ていて、一度平成２２年度に料金改定をさ

せていただいたが、その分ではまだ赤字が

解消するほどの料金改定になっていないと

いうことですとの答弁がございました。 

  一般会計から繰り入れる方法もあると思

うがとの問いに対しまして、国のほうで繰

り出し基準というものがあって、これ以上

は一般会計からの繰り出しは困難かと思っ

ていますとの答弁でございました。 

  企業団水や池田から買っている面でもっ

と工夫が図れないのかとの問いに対しまし

て、平成２３年度から西地区１日の配水量4,

９００立方メートルのうち1,０００立方メ

ートルが企業団水、池田からの水が3,９０

０立方メートルという割合です。池田から

の水と企業団水は単価が若干違うのですが、

企業団からの水は毎月平均して給水しなけ

ればならない、施設の運営をしていく中で

その水の量が決まってきていますので、そ

の辺と経営部門と両方とも加味しながら水

量を見ていくことが必要になってきますの

で、今後その割合については検討していき

たいと思っていますとの答弁でございまし

た。 

  討論はなし、採決は挙手全員で認定され

ました。 

  閉会は９月５日午後２時５３分でありま

した。 

  以上で報告を終わります。 

○議長（福岡邦彬君） 

  これより、委員長報告に対する質疑を行

います。 

  審議がスムーズに行われるということと、

委員会の意思の安定という原則があります

ので、当該委員会所属の委員各位の質疑は

差し控えていただきますようお願い申し上

げます。 
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  初めに、第３４号議案から第４１号議案

までの８件に対する質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  次に、第１号認定から第８号認定までの

８件に対する質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  質疑を終結いたします。これより討論を

行います。 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  今議会に提出されました議案に対して、

日本共産党の見解と態度を述べさせていた

だきます。 

  昨年３月１１日に発生した東北地方太平

洋沖地震から１年半になります。東京電力

福島原発事故と相まって、いまだに避難生

活を強いられている方や放射能汚染が後を

絶ちません。そのもとで国会では消費税増

税法案を３党合意で強行しました。これで

はますます国民生活が苦しめられるものと

なります。 

  今議会に提案されている件に移ります。 

  平成２３年度一般会計決算についてです

が、大阪府からの権限移譲により身近に事

務処理ができるメリットはありますが、今

後大阪都構想等により、権限と税収を都に

集中し、道州制にして関西州をつくって、

自治体の仕事がふえる一方、十分な財源手

当てがなくなり、住民サービスが大幅に低

下する問題を含んでいます。２００２年に

同和対策事業が失効した後も行政が続けら

れていることは問題です。 

  光風台駅前エスカレーターについては、

今議会の一般質問で、トラブル・故障が起

きれば直ちに対応していくという答弁があ

り、廃止ではなくという答弁がありました。

このことについては成果報告書にも明記さ

れていることを評価いたします。光風台エ

スカレーターの代替案検討会議は８回行わ

れました。光風台・新光風台自治会、学識

経験者の参画による検討会議を開催され、

今後の方針として、フルメンテナンスがで

きる限り稼働させる、町から定期的に情報

提供を行う、必要に応じて意見交換の場を

持つことを成果報告書に決定として掲載さ

れていることについては評価いたします。 

  地域公共交通、東西バス、東地区デマン

ドタクシーについて、社会実験を延長して

いますけれども、付帯決議に沿った安心・

安全な交通網の存続をさせることを強く求

めます。 

  次に、国民健康保険についてです。 

  ますます経済情勢の悪化の中、国保滞納

世帯が増加をたどっています。滞納世帯へ

の資格証の交付をやめて、国に対して国庫

負担をもとに戻すよう強く求めていくべき

です。 

  後期高齢者医療制度については、現政権

が廃止を言いながら後まわしをしているこ

とが問題です。直ちに廃止し、老人保健制

度に戻すよう強く国に求めることです。 

  介護保険については３年ごとの見直しで

保険料値上げ、認定を受けていない６５歳

以上の方々は負担を余儀なくされています。

また介護保険利用者は２年ごとの見直しで

値上げされ、利用抑制があります。負担増

は抑えるべきです。 

  これによりまして、提出議案の平成２３

年度決算、第１号認定、第２号認定、第４

号認定、第５号認定に反対し、残余の議案

に対しては賛成いたします。 

  以上で討論とさせていただきます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  ほかに討論はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 
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  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  第３４号議案、豊能町消防本部及び消防

署の設置等に関する条例改正の件に対する

委員長の報告は可決であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（福岡邦彬君） 

  起立全員であります。 

  よって、第３４号議案は、委員長報告の

とおり可決されました。 

  第３５号議案、豊能町火災予防条例改正

の件に対する委員長の報告は可決でありま

す。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（福岡邦彬君） 

  起立全員であります。 

  よって、第３５号議案は、委員長報告の

とおり可決されました。 

  第３６号議案、和解及び損害賠償の額を

定めることについてに対する委員長の報告

は可決であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（福岡邦彬君） 

  起立全員であります。 

  よって、第３６号議案は、委員長報告の

とおり可決されました。 

  第３７号議案、平成２４年度豊能町一般

会計補正予算の件に対する委員長の報告は

可決であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（福岡邦彬君） 

  起立全員であります。 

  よって、第３７号議案は、委員長報告の

とおり可決されました。 

  第３８号議案、平成２４年度豊能町国民

健康保険特別会計事業勘定補正予算の件に

対する委員長の報告は可決であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（福岡邦彬君） 

  起立全員であります。 

  よって、第３８号議案は、委員長報告の

とおり可決されました。 

  第３９号議案、平成２４年度豊能町後期

高齢者医療特別会計補正予算の件に対する

委員長の報告は可決であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（福岡邦彬君） 

  起立全員であります。 

  よって、第３９号議案は、委員長報告の

とおり可決されました。 

  第４０号議案、平成２４年度豊能町介護

保険特別会計事業勘定補正予算の件に対す

る委員長の報告は可決であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（福岡邦彬君） 

  起立全員であります。 

  よって、第４０号議案は、委員長報告の

とおり可決されました。 

  第４１号議案、平成２４年度豊能町下水

道事業特別会計補正予算の件に対する委員

長の報告は可決であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 
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○議長（福岡邦彬君） 

  起立全員であります。 

  よって、第４１号議案は、委員長報告の

とおり可決されました。 

  第１号認定、平成２３年度豊能町一般会

計歳入歳出決算の認定についてに対する委

員長の報告は認定であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（多数起立１２：１） 

○議長（福岡邦彬君） 

  起立多数であります。 

  よって、第１号認定は、委員長報告のと

おり認定することに決定しました。 

  第２号認定、平成２３年度豊能町国民健

康保険特別会計事業勘定歳入歳出決算の認

定についてに対する委員長の報告は認定で

あります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（福岡邦彬君） 

  起立全員であります。 

  よって、第２号認定は、委員長報告のと

おり認定することに決定しました。 

  第３号認定、平成２３年度豊能町国民健

康保険特別会計診療所施設勘定歳入歳出決

算の認定についてに対する委員長の報告は

認定であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（福岡邦彬君） 

  起立全員であります。 

  よって、第３号認定は、委員長報告のと

おり認定することに決定しました。 

  第４号認定、平成２３年度豊能町後期高

齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定につ

いてに対する委員長の報告は認定でありま

す。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（多数起立１２：１） 

○議長（福岡邦彬君） 

  起立多数であります。 

  よって、第４号認定は、委員長報告のと

おり認定することに決定いたしました。 

  第５号認定、平成２３年度豊能町介護保

険特別会計事業勘定歳入歳出決算の認定に

ついてに対する委員長の報告は認定であり

ます。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（多数起立１２：１） 

○議長（福岡邦彬君） 

  起立多数であります。 

  よって、第５号認定は、委員長報告のと

おり認定することに決定いたしました。 

  第６号認定、平成２３年度豊能町下水道

事業特別会計歳入歳出決算の認定について

に対する委員長の報告は認定であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（福岡邦彬君） 

  起立全員であります。 

  よって、第６号認定は、委員長報告のと

おり認定することに決定いたしました。 

  第７号認定、平成２３年度豊能町生活排

水処理事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついてに対する委員長の報告は認定であり

ます。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（福岡邦彬君） 

  起立全員であります。 

  よって、第７号認定は、委員長報告のと
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おり認定することに決定いたしました。 

  第８号認定、平成２３年度豊能町水道事

業会計決算の認定についてに対する委員長

の報告は認定であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（福岡邦彬君） 

  起立全員であります。 

  よって、第８号認定は、委員長報告のと

おり認定することに決定いたしました。 

  日程第２「第６号報告 健全化判断比率

及び資金不足比率報告の件」の説明を求め

ます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  第６号報告、健全化判断比率及び資金不

足比率報告の件について御説明を申し上げ

ます。 

  本件は、地方公共団体の財政の健全化に

関する法律第３条第１項及び第２２条第１

項の規定により、平成２３年度決算に基づ

く健全化判断比率及び資金不足比率を、監

査委員の意見を付して報告するものでござ

います。 

  議案書の最終ページをお開きいただきた

いと思います。 

  まず上段の①健全化判断比率ですが、実

質赤字比率については、実質収支が黒字で

ありますので、比率はございません。 

  次に、連結実質赤字比率ですが、これも

連結実質収支が黒字であるため、比率はご

ざいません。 

  次に、実質公債費比率につきましては

５％となっており、前年度の4.６％と比べ0.

４ポイント悪化しております。 

  次に、将来負担比率につきましては、４8.

４％となっておりまして、前年度の６9.

５％に比べ、２1.１ポイントの改善をして

おります。 

  なお、本町の早期健全化基準は表のとお

りになっておりまして、基準を下回ってお

るものでございます。 

  続きまして、下段の②資金不足比率でご

ざいますが、水道事業は流動資産が流動負

債を上回っており、資金の不足額が生じて

おりませんので比率はございません。 

  下水道事業については、実質収支が黒字

のため比率がなく、また、生活排水処理事

業においても実質収支がゼロとなっている

ため比率はございません。 

  なお、いずれの会計も経営健全化基準は

２０％でございます。 

  報告は以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  日程第３「第４号議会議案 「こころの

健康基本法（仮称）」の法制化を求める意

見書の件」を議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  小寺正人議員。 

○５番（小寺正人君） 

  第４号議会議案、「こころの健康基本法

（仮称）」の法制化を求める意見書の件。 

  上記の議案を別紙のとおり、会議規則第

１４条の規定により提出する。 

  平成２４年９月１４日提出。 

  提出者、豊能町議会議員、小寺正人。 

  賛成者、同、山下忠志、同、高尾靖子、

同、橋本謙司、同、秋元美智子、同、永並

啓、同、竹谷勝、同、西岡義克。 

  それでは、意見書を朗読させていただき

ます。 

  「こころの健康基本法（仮称）」の法制

化を求める意見書。 

  今の日本は、「国民のこころの健康の危

機」と言える状況にある。平成１０年から

毎年３万以上の人々がみずから命を絶ち、

３２０万人を超える人々、つまり国民の４
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０人に１人以上が精神疾患のため医療機関

を受診している。ひきこもり・虐待・路上

生活など緊急の社会問題の多くの背景には、

こころの健康の問題がある。 

  大阪府でも、平成２２年度には１１万9,

１８７人が医療機関を受診している。 

  平成２３年７月６日、厚生労働省は、こ

れまで「４大疾病」と位置付けて重点的に

対策に取り組んできた「がん、脳卒中、心

臓病、糖尿病」に、精神疾患を加えて、

「５大疾病」とする方針を決めた。 

  福祉分野においては、平成１８年から３

障がいを一緒に支援する法律が作られたが、

サービスの基盤体制の構築は立ち遅れてい

る。 

  また、医療においても、他の科とは大き

な違いがあり、一般病床や感染症病床など

は、患者１６人に対し医師は１人以上であ

るが、精神科病床では、患者４８人に対し

医師１人になっている。看護師の配置も一

般の医療水準よりも低く設定されており、

慢性的な人手不足の状態である。 

  平成２２年４月から、家族・当事者、医

療・福祉の専門家および学識経験者が集ま

り、「こころの健康政策構想会議」を設立

し、家族・当事者のニーズに応えることを

主軸に据えて会議を重ね、現実の危機を早

期に根本的に改革する提言をまとめ、平成

２２年５月末に厚生労働大臣に「こころの

健康政策についての提言書」を提出した。 

  この中で、①精神医療改革、②精神保健

改革、③家族支援の三つを軸として、国民

全てを対象とした、こころの健康について

の総合的・長期的な政策を保障する「ここ

ろの健康を守り推進する基本法（仮称）」

の制定を強く求めている。 

  また、昨年１２月１日には、超党派の議

員による「こころの健康推進議員連盟」が

発足した。議員連盟は、精神疾患対策の基

本理念などを盛り込んだ「こころの健康基

本法案（仮称）」を早期にまとめ上げ、来

年の通常国会に提出するとしている。 

  ついては、国におかれては、「こころの

健康基本法（仮称）」を早期に制定される

よう、強く要望する。 

  以上、地方自治法第９９条の規定により、

意見書を提出する。 

  平成２４年９月１４日。 

  大阪府豊能郡豊能町議会。 

  衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、

厚生労働大臣、文部科学大臣、内閣官房長

官各あて。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  これより本件に対する質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  本件は原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（福岡邦彬君） 

  起立全員であります。 

  よって、第４号議会議案は原案のとおり

可決されました。 

  日程第４「議会運営委員の補充選任の

件」を議題といたします。 

  お諮りいたします。 

  議会運営委員については欠員が生じてお

りますので、委員会条例第７条第１項の規

定により、議会運営委員に橋本謙司議員を

指名いたしたいと思います。これに御異議

ございませんか。 
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（「異議なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  異議なしと認めます。よって橋本謙司議

員を議会運営委員に選任することに決定い

たしました。 

  日程第５「議会活性化特別委員会の閉会

中の所管事務調査について」を議題といた

します。 

  本件につきましては、会議規則第７３条

の規定により、閉会中の所管事務調査とい

たしたい旨、議会活性化特別委員会委員長

より申し出がありました。 

  お諮りいたします。 

  委員長からの申し出のとおり、これを許

可することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  異議なしと認めます。よって閉会中の所

管事務調査は、委員長の申し出のとおり許

可することに決定いたしました。 

  お諮りいたします。 

  議会運営委員会、広報特別委員会、交通

特別委員会及び議会活性化特別委員会より、

閉会中の審査申し出があります。 

  これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  異議なしと認めます。よって、閉会中の

審査を許可いたします。 

  以上で、本定例会に付された事件は全て

終了いたしました。 

  よって、会議規則第７条の規定により、

本日で閉会したいと思います。これに御異

議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  異議なしと認めます。よって、本定例会

は、本日で閉会することに決定いたしまし

た。 

  これで、本日の会議を閉じます。 

  本定例会の閉会に当たり、町長から挨拶

がございます。 

  池田勇夫町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  皆さん、こんにちは。 

  平成２４年第３回豊能町議会定例会の閉

会に当たりまして、一言御挨拶を申し上げ

たいと思います。 

  議員の皆さん方におかれましては、会期

中、認定、議案それぞれ慎重に御審議をい

ただき、御認定、御決定いただきましたこ

とに対しまして、心から厚くお礼を申し上

げたい、このように思います。 

  私ちょうど平成２０年１０月に就任をさ

せていただいて以来４年間、皆さんととも

に本町発展のために努力をしてまいりまし

た。皆さん方からそれぞれ、御教訓、御指

導、いろいろといただいてきたことに対し

まして、心から厚くお礼を申し上げたい、

このように思います。 

  私が当初、公約をいたしました公約につ

きましては、ほぼ全て私はやってきたとい

うつもりでございます。ただ、大きな問題

は、ダイオキシン処理、ドラム缶の高濃度

汚染物処理が残ったということでございま

す。これにつきましては前回もお話をさせ

ていただきましたとおり、本当に申しわけ

なかった。しかしながら、跡地利用につき

ましては、そこまでは地域の活性化という

ことでほとんど終了しております。あと１

４８本と申しておられましたドラム缶、１

９８本になりましたけれども、これにつき

ましては残念ながら処理ができなかった。

これにつきましては私も場外処理というこ

とで、非常に固持をしておりまして、場外

で処理をしたいという思いがございまして、

一生懸命にそれに熱意をそそいで場外へお

願いに行ったわけでございますけれども、



 

 4－17 

やはり場外のそれぞれ地域の皆さんが、こ

れはだめだというお答えをいただきました。

やむを得ず昨年の１０月に場内処理をとい

うことで、大阪府の指導者とともに決意を

して、ドラム缶を豊能町に搬送してきたと

いうのが現状でございます。この点につき

ましては、今後絶対やはり私としては処理

をしていきたいという思いがございますの

で、御理解のほどよろしくお願いをしたい、

このように思っております。 

  それ以外につきましては、やはり広域事

業というのが大事でございますので、３市

２町の広域事業、２市２町の広域事業と、

いろいろな流れの中で進めてまいりました。

消防におきましても、箕面市と豊能町の、

やっぱり広域事業の中での新しい建屋を建

てた消防署をつくっていこうということで、

今、建築中でございます。どうか皆さんに

おかれましては、その点につきましてもよ

ろしく御理解をいただきたい、そのように

思っております。 

  議会の議員の皆さんは、議会活性化特別

委員会ということで、それぞれ皆さんが、

また議会は議会で活性化していこうという

新しい思いを持って議論をしていただいて

おります。この点につきましても、私とい

たしまして敬意を表したい、このように思

っております。 

  一番大きな問題は、私といたしまして仕

上げをしなくてはいけないということにつ

きましては、ここもう期限がわずか何日か

ということになったこの時点で、職員の不

祥事が起こりました。これにつきましては

私の不行き届きということにつきまして、

どうか御了解といいますか、了承をいただ

きたい。残念なことでございますけれども、

この点につきましてもきちっとした処分を

して終わりたいというふうに思っておりま

す。どうか一つ、この点につきましては私

の不祥事でございます。お許しをいただき

たいと思います。どうかその点につきまし

ても御理解をいただきたい、このように思

っております。 

  これから先、ちょうど今実りの秋でござ

いますけれども、これから実りの秋が終わ

りますと、また寒さ厳しい折が出てまいり

ます。どうか議員の皆さんにおかれまして

は、お体に十分御自愛をいただきまして、

本町発展のために御尽力を賜りますことを

よろしくお願いを申し上げ、私の最後の閉

会の言葉にかえさせていただきます。 

  本日は本当にありがとうございました。 

（拍手） 

○議長（福岡邦彬君） 

  これをもって、平成２４年第３回豊能町

議会定例会を閉会いたします。 

  どうも御苦労さまでした。 

 

閉会 午後２時０５分 
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本日の会議に付された事件は次のとおりである。 

第３４号議案 豊能町消防本部及び消防署の設置等に関する条例改正の件 

第３５号議案 豊能町火災予防条例改正の件 

第３６号議案 和解及び損害賠償の額を定めることについて 

第３７号議案 平成２４年度豊能町一般会計補正予算の件 

第３８号議案 平成２４年度豊能町国民健康保険特別会計事業勘定補正予 

       算の件 

第３９号議案 平成２４年度豊能町後期高齢者医療特別会計補正予算の件 

第４０号議案 平成２４年度豊能町介護保険特別会計事業勘定補正予算の 

       件 

第４１号議案 平成２４年度豊能町下水道事業特別会計補正予算の件 

第 １号認定 平成２３年度豊能町一般会計歳入歳出決算の認定について 

第 ２号認定 平成２３年度豊能町国民健康保険特別会計事業勘定歳入歳 

       出決算の認定について 

第 ３号認定 平成２３年度豊能町国民健康保険特別会計診療所施設勘定 

       歳入歳出決算の認定について 

第 ４号認定 平成２３年度豊能町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 

       の認定について 

第 ５号認定 平成２３年度豊能町介護保険特別会計事業勘定歳入歳出決 

       算の認定について 

第 ６号認定 平成２３年度豊能町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認 

       定について 

第 ７号認定 平成２３年度豊能町生活排水処理事業特別会計歳入歳出決 

       算の認定について 

第 ８号認定 平成２３年度豊能町水道事業会計決算の認定について 

第 ６号報告 健全化判断比率及び資金不足比率報告の件 

第４号議会議案 「こころの健康基本法（仮称）」の法制化を求める意見 

        書の件 

議会運営委員の補充選任の件 

議会活性化特別委員会の閉会中の所管事務調査について
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    以上、会議の次第を記し、これを証するためここに署名する。 

 

 

 

    平成  年  月  日署名 

 

 

 

      豊能町議会 議 長 

 

      署 名 議 員       ２番 

 

        同    ３番 

 

 

 


